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論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨
インスリンは肝におけるエネルギーの産生を促進し,グルカゴンは逆に消費を促進する｡本論文は生体
肝移植における再潅流後の血中インスリン･グルカゴン値の変化と肝エネルギー代謝の回復過程を検討し
た｡生体肝移植での肝機能は良好で,両ホルモンの比 (Ⅰ/G比)は再潅流後上昇し18時間以降10を超えた｡
この動きはAKBRの上昇と平行し,基質である血中脂肪酸値の変化とは逆であった｡また脳死肝移植で
のⅠ/G比は肝機能不良群では良好群に較べ再潅流後18時間以降は有意に低かった｡このように両ホルモ
ンは肝に対する直接作用と基質の供給とを通じて肝機能の回復過程に大きく関与していることが示された｡
以上の研究は肝機能に及ぼすインスリン･グルカゴンの作用の解明に貢献し,今後,脳死肝移植で graft
viabilityの低い場合,rescueとしてⅠ/G比に基づいたインスリン投与の可能性を示し,移植医療の発展
に寄与するところが多い｡
したがって,本論文は博士 (医学)の学位論文として価値あるものと認める｡
なお,本学位授与申請者は,平成7年3月27日実施の論文内容とそれに関連した試問を受け,合格と認
められたものである｡
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